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会長
（回卒）

年度
（和暦）

回数

開催日
会場

準備委員長
（回卒）

主
な
ト
ピ
ッ
ク
ス
　
　

永松操
（1回卒）

1960 年
昭和 35 年

鶴
丸
1
回
卒
の
同
期
会
に
て
関
東
在
住
の
鶴
丸
同
窓
会
企
画
の
声
が
あ
が
る
。

こ
れ
以
前
も
大
山
勝
美
氏
（
1
回
卒
）
が
中
心
と
な
り
、
上
京
し
て
き
た
学
生
に
対
す
る

同
窓
会
活
動
は
実
施
さ
れ
て
い
た
。

永松操
（1回卒）

1961 年
昭和 36 年

第 1回

―
銀座ライオン

永松操
（１回卒）

上
京
し
て
き
た
１
年
生
の
進
路
・
消
息
確
認
を
目
的
と
し
て
、
正
式
に
同
窓
会
活
動
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。

第
１
回
は
銀
座
ラ
イ
オ
ン
に
て
開
催
。
会
場
に
入
り
き
れ
な
い
ほ
ど
の
人
数
が
集
ま
っ
た
。

1962 年
昭和 37 年

第 13 回・・・第 2回

6月 6日
―

永松操
（１回卒）

第
2
回
か
ら
し
ば
ら
く
は
、
年
毎
に
会
場
を
点
々
と
す
る
会
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
会
場
を
九
段
会
館
に
固
定
し
、
毎
年
6
月
6
日
午
後
6
時
か
ら
、

卒
業
生
に
連
絡
し
な
く
て
も
毎
年
皆
が
集
合
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

南
日
本
新
聞
に
「
6
・
6
・
6
の
会
」
と
報
道
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

永
松
会
長
を
中
心
に
東
京
芸
大
の
先
輩
方
が
中
心
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
た
。

1980 年
昭和 54 年

永松操
（1回卒）

1980 年
昭和 55 年

第 14 回

6月 6日
九段会館

山下清廣
(1 回卒 )

【
学
年
順
の
幹
事
会
制
へ
移
行
】

永松操
（1回卒）

1981 年
昭和 56 年

第 15 回

6月 6日
九段会館

不詳
(2 回卒 )

永松操
（1回卒）

1982 年
昭和 57 年

第 16 回

6月 6日
九段会館

不詳
(3 回卒 )

永松操
（1回卒）

1983 年
昭和 58 年

第 17 回

6月 6日
三州倶楽部

平川徹
(4 回卒 )

【
九
段
会
館
の
改
装
工
事
と
コ
ス
ト
面
か
ら
会
場
を
変
更
】

参
加
者
3
0
1
名

永松操
（1回卒）

九段会館

『6・6・6の会』　初代会長　永松  操（１回卒）
　1960 年、私が東京芸大の 4 年生の時－。鶴丸 1 回卒の東京での同期会の席で、「そろそ
ろ関東在住の鶴丸同窓会を企画しよう」との声が出ました。そこで当時唯一の学生私に、
実行責任者の役がまわってきた次第。そこで交友のあった後輩たちにも声をかけて、翌年、
枝元君（現在サッポロビール社長 /2 回卒）に頼んで銀座のライオンの宴会ホールで第 1回
東京鶴丸会を開催しました。母校に連絡して、新卒にもよびかけてもらったところ、会場
に入りきれないくらいの人数が集まり、翌年からしばらくは年ごとに会場を転々とするジ
プシーのような回だったことも懐かしい思い出です。また、会の準備に私の住居が使われ
たこともありましたし、そのお手伝いの中からカップルが生まれて何組もゴールインして
います。
　第１回から 20数回までは、６月６日６時開会を頑固に守り、南日本新聞で「６・６・６の会」
と報道されたこともありました。
　3 代目の藤田くんにバトンタッチするまでの 30 年間、私を助けて積極的に手作りの同窓
会作りに取り組んでくださった２代目会長の大貫絢子さん（４回卒）をはじめとする多く
の方々に厚くお礼を申し上げます。私は東京鶴丸会初代会長であったことを誇りに、後輩
たちの成長を見守りながら、21世紀に向けてさらに積極的に生きていきたいと思います。

（1997 年 はろばろと創刊号寄稿より）

東
京
鶴
丸
会
50
回
の
あ
ゆ
み

永松操
（1回卒）

1984 年
昭和 59 年

第 18 回

6月 6日
三州倶楽部

不詳
(5 回卒 )

永松操
（1回卒）

1985 年
昭和 60 年

第 19 回

6月 6日
三州倶楽部

米山進也
(6 回卒 )

永松操
（1回卒）

1986 年
昭和 61 年

第 20 回

6月 6日
三州倶楽部

伊牟田浩平
(7 回卒 )

【「
黒
板
の
思
い
出
」（
恩
師
メ
ッ
セ
ー
ジ
集
）
製
作
】

7
回
・
17
回
・
27
回
の
3
学
年
で
幹
事
を
務
め
る
。

参
加
者
2
7
0
名

永松操
（1回卒）

1987 年
昭和 62 年

第 21 回

6月 6日
三州倶楽部

小田榮作
(8 回卒 )

8
回
・
18
回
・
28
回
の
3
学
年
で
幹
事
を
務
め
る
。

参
加
者
数
不
明

理
事
会
で
の
活
動
　
　

【
第
1
回
東
京
一
鶴
会
創
立
】

　（
6
月
7
日
。
中
野
サ
ン

　
プ
ラ
ザ
）

・
第
2
回
東
京 

一
鶴
会
開
催

永松操
（1回卒）

1988 年
昭和 63 年

第 22 回

6月 6日
三州倶楽部

有馬宏
(9 回卒 )

9
回
・
19
回
・
29
回
の
3
学
年
で
幹
事
を
務
め
る
。

参
加
者
3
0
1
名

永松操
（1回卒）

1989 年
平成元年

第 23 回

6月 6日
三州倶楽部

小牟田日郎
(10 回卒 )

10
回
・
20
回
・
30
回
の
3
学
年
で
幹
事
を
務
め
る
。

参
加
者
数
不
明

永松操
（1回卒）

1990 年
平成 2年

第 24 回

6月 6日
三州倶楽部

藤田良隆
(11 回卒 )

年
ご
と
に
開
催
曜
日
が
異
な
り
曜
日
に
よ
っ
て
は
集
ま
り
に
く
い
と
い
う
声
が
多
く
な
り
、

次
年
度
よ
り
開
催
日
固
定
を
変
更
。
最
後
の
6
月
6
日
開
催
と
な
っ
た
。

11
回
・
21
回
・
31
回
の
3
学
年
で
幹
事
を
務
め
る
。
参
加
者
2
6
3
名

【
第
24
回
総
会
後
「
新
し
い
東
京
鶴
丸
会
を
考
え
る
会
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
設
立
】

永松操
（1回卒）

1991 年
平成 3年

第 25 回

5月 31 日
メルバルク
東京

大脇晋平
(12 回卒 )

前
年
ま
で
の
会
場
は
場
所
が
不
便
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
よ
り
幹
事
学
年
が
独
自
に
会
場
を

選
定
。
ま
た
、
開
催
曜
日
も
当
年
か
ら
金
曜
日
に
固
定
。
想
定
以
上
の
参
加
者
の
た
め
、

急
遽
そ
の
場
で
カ
ン
パ
を
集
め
、
料
理
を
追
加
す
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
。
参
加
者
3
1
0
名

【
2
年
を
か
け
て
新
し
い
東
京
鶴
丸
会
の
組
織
・
運
営
を
検
討
】

永松操
（1回卒）

1992 年
平成 4年

第 26 回

5月 29 日
メルバルク
東京

山本和順
(13 回卒 )

【
鹿
児
島
県
立
鶴
丸
高
等
学
校
・
東
京
同
窓
会
（
東
京
鶴
丸
会
）
と
し
て
新
し
く
ス
タ
ー
ト

す
る
こ
と
を
決
議
（
任
期
制
を
取
り
入
れ
る
）】

参
加
者
数
不
明

大貫絢子
（3回卒）

1993 年
平成 5年

第 27 回

5月 27 日
虎の門
パストラル
西勝男
(14 回卒 )

【
新
し
い
東
京
鶴
丸
会
と
し
て
の
最
初
の
総
会
・
懇
親
会
】

参
加
者
1
7
0
名

三州倶楽部

黒板の思い出（1986）検討中の同窓会会則（1991） 黒板の思い出（1986）検討中の同窓会会則（1991）

・
第
3
回
東
京
一
鶴
会
開
催

新しい東京鶴丸会を考える会の案内資料（1990）



藤田良隆
（11 回卒）

1994 年
平成 6年

第 28 回

5月 28 日
霞が関・
東海倶楽部
久保正彦
(15 回卒 )

「
会
え
て
よ
か
っ
た
！
鶴
丸
会
」【
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
総
会
・
懇
親
会
が
ス
タ
ー
ト
】

参
加
者
3
8
1
名
【
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
今
回
よ
り
土
曜
開
催
に
変
更
】

【
開
催
案
内
を
往
復
は
が
き
か
ら
封
筒
に
変
更
し
広
告
を
募
集
】
第
一
号
が
「
さ
つ
ま
や
」

『
東
京
鶴
丸
会
が
魅
力
あ
る
会

－

参
集
し
た
く
な
る
会
』
に
す
る
た
め
の
議
論
あ
り

藤田良隆
（11回卒）

1995 年
平成 7年

第 29 回

5月 27 日
霞が関・
東海倶楽部
荻野廣己
(16 回卒 )

「
う
れ
し
い
同
窓
会
の
お
誘
い 

今
年
も
、
ま
た
君
に
会
お
う
！
！
」

参
加
者
2
3
6
名

藤田良隆
（11 回卒）

1996 年
平成 8年

第 30 回

5月 25 日
ホテル

メトロポリタン
吉永豊
(17 回卒 )

「
気
楽
に
”
お
さ
い
じ
ゃ
ん
せ
”
同
窓
会
へ
！
」

参
加
者
2
7
4
名

【
年
会
費
の
徴
収
を
開
始
】

荻野廣己
（16回卒）

1997 年
平成 9年

第 31 回

5月 31 日
如水会館

萩原伸介
(18 回卒 )

「
今
年
こ
そ
是
非
来
て
ほ
し
い
！
第
31
回
東
京
鶴
丸
会
」

参
加
者
3
4
0
名

【
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
っ
た
会
場
で
の
写
真
投
影
を
初
め
て
実
施
】

荻野廣己
（16回卒）

1998 年
平成 10 年

第 32 回

6月 6日
ホテル

ニューオータニ
西尾孝幸
（19 回卒 )

「
き
っ
と
意
外
な
出
会
い
が
・
・
・
・
・
。

第
32
回
東
京
鶴
丸
会
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
よ
う
。」

参
加
者
3
9
3
名

荻野廣己
（16 回卒）

1999 年
平成 11 年

第 33 回

6月 19 日
八重洲

富士屋ホテル
米倉孝一
(20 回卒 )

「
１
９
０
０
年
代
最
後
の
東
京
鶴
丸
会
を
あ
な
た
と
過
ご
し
た
い
。」

参
加
者
2
6
0
名

【
総
会
後
に
学
年
同
窓
会
を
開
催
で
き
る
よ
う
に
早
め
の
ス
タ
ー
ト
が
慣
例
化
】

西尾孝幸
（19回卒）

2000 年
平成 12 年

第 34 回

6月 17 日
東京

プリンスホテル
川添浩二
(21 回卒 )

「
ミ
レ
ニ
ア
ム
つ
る
ま
る
」

参
加
者
3
4
1
名

西尾孝幸
（19 回卒）

2001 年
平成 13 年

第 35 回

6月 16 日
第一ホテル
東京
福森久美
(22 回卒 )

「
つ
る
ん
で
参
加
の
同
窓
会
、
る
す
ば
ん
ま
か
せ
て
同
窓
会
（
女
性
の
方
、
大
歓
迎
！
）、 

  

ま
じ
に
は
ま
っ
て
同
窓
会
、
る
ン
ル
ン
気
分
の
同
窓
会
！
！
」
参
加
者
3
8
3
名

同
窓
会
に
ち
な
ん
だ
短
歌
・
俳
句
・
薩
摩
狂
句
コ
ン
ク
ー
ル

西尾孝幸
（19回卒）

2002 年
平成 14 年

第 36 回

6月 22 日
第一ホテル
東京
川崎修三
(23 回卒 )

「
2
0
0
2
（
つ
る
ま
る
に
）
大
集
合
　“
T
S
U
R
U
M
A
R
U 
C
U
P 
36
”」

参
加
者
3
4
1
名
。
作
曲
者
郡
山
正
先
生
指
揮
に
よ
る
校
歌
斉
唱
実
現

ふ
る
さ
と
に
ち
な
ん
だ
短
歌
・
俳
句
・
薩
摩
狂
句
コ
ン
ク
ー
ル

宗村森信
（21回卒）

2003 年
平成 15 年

第 37 回

6月 28 日
東京

プリンスホテル
橋元秀一
(24 回卒 )

「
元
気
あ
る
未
来
へ
〜
「
活
」」

参
加
者
4
2
6
名
【
初
め
て
4
0
0
名
を
突
破
】

宗村森信
（21回卒）

2004 年
平成 16 年

第 38 回

6月 12 日
虎の門
パストラル
宮薗猛
(25 回卒 )

（
母
校
創
立
1
1
0
周
年
記
念
）

「
東
京
鶴
丸
会
に
1
1
0
（
行
っ
ど
）
！
！
」
参
加
者
4
3
7
名

薩
摩
狂
句
コ
ン
ク
ー
ル

宗村森信
（21回卒）

2005 年
平成 17 年

第 39 回

6月 25 日
虎の門
パストラル
田中和義
(26 回卒 )

「
時
の
扉
を
開
い
て
―
共
鳴
す
る
記
憶
　
明
日
へ
の
勇
気
―
」（
統
一
テ
ー
マ
）

（
母
校
創
立
1
1
1
周
年
）「
第
39
回
東
京
鶴
丸
会
デ
1
1
1
（
い
い
１
日
を
）

1
1
1
（
い
い
人
と
）」
参
加
者
4
6
2
名
　

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
薩
摩
狂
句
コ
ン
ク
ー
ル
　

橋元秀一
（24回卒）

2006 年
平成 18 年

第 40 回

6月 24 日
虎の門
パストラル
則武輝幸
(27 回卒 )

「
て
げ
て
げ
で
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
」

参
加
者
5
7
9
名
【
初
め
て
5
0
0
名
を
突
破
】

辛
島
美
登
里
さ
ん
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
＆
ト
ー
ク
。

同
窓
会
に
ち
な
ん
だ
ケ
ー
タ
イ
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル

橋元秀一
（24回卒）

2007 年
平成 19 年

第 41 回

5月 12 日
ホテル
日航東京
有馬三郎
(28 回卒 )

「
悠
久
の
時
空
を
翔
け
て
･
･
･
連
綿
と
鶴
丸
D
N
A
」

参
加
者
数
不
明

混
声
4
部
合
唱
に
よ
る
校
歌
斉
唱

【
一
中
・
一
高
女
・
夜
間
課
程
の
卒
業
生
を
初
め
て
招
待
】

橋元秀一
（24回卒）

2008 年
平成 20 年

第 42 回

6月 21 日
虎の門
パストラル
奥努

(29 回卒 )

「
つ
る
ま
る
U
N
I
T
E
D
！
　
み
ん
な
、
つ
な
が
っ
て
い
る
」

参
加
者
5
0
0
名

『
校
歌
で
ふ
り
か
え
る
学
び
舎
』

【
一
中
・
一
高
女
・
夜
間
課
程
の
校
歌
・
学
生
歌
の
斉
唱
が
ス
タ
ー
ト
】

田中和義
（26回卒）

2009 年
平成 21 年

第 43 回

7月 4日
目黒雅叙園

福元一志
(30 回卒 )

「
絆
　
つ
る
ま
る
。
あ
つ
ま
る
。
あ
つ
く
な
る
。」

参
加
者
6
4
4
名
【
初
め
て
6
0
0
名
を
突
破
】

真
剣
勝
負
だ
！
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

青
春
の
今
昔
物
語
（
鶴
丸
高
校
突
撃
レ
ポ
ー
ト
）

【
一
中
・
一
高
女
・
夜
間
課
程
卒
業
生
を
迎
え
、

　
新
た
な
東
京
鶴
丸
会
結
成
】

2010 年
平成 22 年

第 44 回

6月 5日
目黒雅叙園

千田朋介
(31 回卒 )

「
お
ー
い
鶴
丸
！
6
月
5
日
だ
よ
。
全
員
集
合
」

参
加
者
6
6
9
名

空
想
科
学
頭
脳
、
柳
田
理
科
雄
さ
ん
に
よ
る「
鹿
児
島

な
ぞ
な
ぞ
大
会
」

鶴
丸
総
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
プ
リ
ク
ラ

な
ご
み
の
健
康
も
み
も
み
企
画

【
は
ろ
ば
ろ
と
60
周
年
記
念
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
設
立
】

田中和義
（26回卒）

・
第
4
回
東
京
一
鶴
会
開
催

・
は
ろ
ば
ろ
と
１
号
創
刊

・
登
録
制
の
鶴
丸
会
H
P
開
設
（
4
月
）

・
会
員
名
簿
電
子
化
構
築
開
始

・
第
5
回
東
京
一
鶴
会
開
催
（
11
月
8
日
）

【
第
1
回
渋
谷
・
鹿
児
島
お
は
ら
祭
り
開
催
】（
4
月
12
日
）　

東
京
鶴
丸
会
参
加 

…
踊
り
手
41
名
。

　
連
長  

酒
井
宏
興
（
5
回
卒
）

　
鶴
丸
連
は
衣
装
が
無
く
M
B
C
よ
り
法
被
を
借
り
て
の
参
加

・
第
2
回
渋
谷
・
鹿
児
島
お
は
ら
祭 （
5
月
16
日
）

　
踊
り
手
50
名
。
連
長 

酒
井
宏
興
（
5
回
卒
）

　【
法
被
を
作
製
】

　
当
初
数
年
は
鹿
児
島
よ
り
10
名
程
度
の
応
援
有
り

・
第
7
回
東
京
一
鶴
会
開
催
（
3
月
6
日
。
ス
ク
ワ
ー
ル
麹
町
）

・
第
7
回
渋
谷
・
鹿
児
島
お
は
ら
祭 （
5
月
16
日
）

　
踊
り
手
25
名
。
連
長 

酒
井
宏
興
（
5
回
卒
）

【
第
1
回
G
O
鶴
セ
ミ
ナ
ー 

】（
7
月
15
日
。
35
事
業
所
）

・
第
8
回
渋
谷
・
鹿
児
島
お
は
ら
祭 （
5
月
22
日
）

　
踊
り
手
25
名
。
連
長 
酒
井
宏
興
（
5
回
卒
）

・
第
2
回
G
O
鶴
セ
ミ
ナ
ー （
7
月
13
日
。
41
事
業
所
）

・
第
9
回
渋
谷
・
鹿
児
島
お
は
ら
祭 （
5
月
21
日
）

　
踊
り
手
28
名
。
連
長 

金
田
ち
あ
き
（
25
回
卒
）

・
第
3
回
G
O
鶴
セ
ミ
ナ
ー （
7
月
13
日
。
45
事
業
所
）

・
第
10
回
渋
谷
・
鹿
児
島
お
は
ら
祭 （
5
月
13
日
）

　
踊
り
手
18
名
。
連
長 

金
田
ち
あ
き
（
25
回
卒
）

・
第
4
回
G
O
鶴
セ
ミ
ナ
ー （
7
月
18
日
。
45
事
業
所
）

・
第
11
回
渋
谷
・
鹿
児
島
お
は
ら
祭 （
5
月
18
日
）

　
踊
り
手
50
名
。
連
長 

金
田
ち
あ
き
（
25
回
卒
）

　
鶴
丸
法
被
と
M
B
C
か
ら
借
り
た
法
被
と
半
々
で
参
加

・
第
５
回
G
O
鶴
セ
ミ
ナ
ー （
7
月
16
日
。
46
事
業
所
）

・
第
13
回
渋
谷
・
鹿
児
島
お
は
ら
祭
（
5
月
16
日
）

　【
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
】
踊
り
手
54
名
・
サ
ポ
ー
タ
ー

　
4
名
。
連
長 

金
田
ち
あ
き
（
25
回
卒
）

・
第
7
回
G
O
鶴
セ
ミ
ナ
ー
（
7
月
15
日
。
44
事
業
所
）

・
第
3
回
鶴
ナ
ビ
開
催
（
10
月
16
日
。
学
生
40
名
）

・
第
2
回
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
（
11
月
6
日
）　

　
参
加
者
43
名
。
優
勝
者 

佐
々
木
幹
夫
（
22
回
卒
）

【
第
１
回
鶴
ナ
ビ
開
催
】（
3
月
1
日
。
学
生
20
名
）

【
最
後
の
一
鶴
会
】
8
回
東
京
一
鶴
会
開
催

　（
3
月
14
日
。
ス
ク
ワ
ー
ル
麹
町
）

・
第
12
回
渋
谷
・
鹿
児
島
お
は
ら
祭
（
5
月
17
日
）

　
踊
り
手
50
名
。
連
長 

金
田
ち
あ
き
（
25
回
卒
）

　【
寄
付
金
に
よ
り
法
被
72
着
を
追
加
作
製
】

　
全
員
鶴
丸
法
被
で
参
加

・
第
6
回
G
O
鶴
セ
ミ
ナ
ー （
7
月
16
日
。
49
事
業
所
）

・
第
2
回
鶴
ナ
ビ
開
催
（
10
月
3
日
。
学
生
23
名
）

【
第
１
回
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
】 （
11
月
14
日
）

　
優
勝
者 

楢
原
高
見
（
26
回
卒
）

・
第
6
回
東
京
一
鶴
会
開
催

・
第
3
回
渋
谷
・
鹿
児
島
お
は
ら
祭 （
4
月
23
日
）

　
踊
り
手
32
名
。
連
長 

河
野
浩
一
（
25
回
卒
）

・
第
4
回
渋
谷
・
鹿
児
島
お
は
ら
祭 （
4
月
22
日
）

　
踊
り
手
35
名
。
連
長 

河
野
浩
一
（
25
回
卒
）

・
第
5
回
渋
谷
・
鹿
児
島
お
は
ら
祭 （
4
月
21
日
）

　
踊
り
手
33
名
。
連
長 

河
野
浩
一
（
25
回
卒
）

・
第
6
回
渋
谷
・
鹿
児
島
お
は
ら
祭 （
5
月
25
日
）

　
雨
天
の
た
め
代
々
木
体
育
館
で
開
催

　
踊
り
手
30
名
。
連
長 

河
野
浩
一
（
25
回
卒
）

鶴丸連（1998）

鶴丸連
グランプリ受賞の記念撮影（2010）

はろばろと創刊号（1997）

はろばろと3号 《欠番》 はろばろと2号 はろばろと創刊号はろばろと4号はろばろと5号はろばろと6号はろばろと7号はろばろと8号はろばろと9号はろばろと10号はろばろと11号はろばろと12号はろばろと13号



田中和義
（26 回卒）

2011 年
平成 23 年

第 45 回

6月 25 日
目黒雅叙園

榎田卓央
(32 回卒 )

「
出
会
い
〜
会
い
た
か
っ
た
友
が
い
る  

新
た
な
友
も
こ
こ
に
い
る
〜
」

参
加
者
7
3
6
名
【
初
め
て
7
０
０
名
を
突
破
】

鶴
丸
D
e
愛
合
唱
団
結
成

辛
島
美
登
里
さ
ん
・
菊
野
克
紀
さ
ん
に
よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ

鶴
丸
D
e
ビ
ン
ゴ
（
大
抽
選
会
）

は
ろ
ば
ろ
と
60
周
年
記
念
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
披
露

【
総
会
・
懇
親
会
資
封
入
作
業
を
機
械
化
】

奥努
（29回卒）

2012 年
平成 24 年

第 46 回

6月 23 日
目黒雅叙園

松延真一
(33 回卒 )

「
久
し
か
ぶ
い
っ
！
〜
あ
の
頃
に
戻
っ
て
懐
か

し
い
友
と
語
り
合
い
、
そ
し
て
新
た
な
同
窓

の
友
と
出
会
っ
て
ほ
し
い
〜
」
参
加
者

7
2
0
名

【「
は
ろ
ば
ろ
と
誕
生
物
語
」
校
歌
制
定
60
周

年
記
念
D
V
D
製
作
】

奥努
（29回卒）

2013 年
平成 25 年

第 47 回

6月 22 日
目黒雅叙園

宮原義久
(34 回卒 )

「
こ
け
今
夏
！  
K
O
K
E  

K
O
N
K
A  

〜
つ

る
ま
る
平
成
四
半
世
紀
の
舞
台
〜
」

参
加
者
6
3
2
名

史
上
初
！
生
中
継
「
ズ
ー
ム
イ
ン
！
つ
る
ま

る
」

ク
イ
ズ
「
発
掘
！
つ
る
ま
る
大
辞
典
」

メ
グ
ロ
で
ナ
ン
コ

2014 年
平成 26 年

第 48 回

6月 28 日
TKP ガーデン
シティ品川
青屋達雄
(35 回卒 )

「
鶴
が
舞
う
。
人
を
結
う
。
時
を
紡
ぐ
。」

参
加
者
6
4
6
名

ふ
る
さ
と
鹿
児
島
の
特
産
品
が
当
た
る
大
抽
選
会

参
加
者
全
員
が
着
席
ス
タ
イ
ル
の
総
会
・
懇
親
会

榎田卓央
（32回卒）

2015 年
平成 27 年

第 49 回

6月 6日
TKP ガーデン
シティ品川
下福聡
(36 回卒 )

「
時
か
け
る
鶴
」
は
ろ
ば
ろ
と
　
結
廻
る
　
夏
」

参
加
者
5
8
5
名

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
鶴
丸
高
校
の
空
撮

鶴
丸
リ
カ
ち
ゃ
ん
製
作
。
鶴
丸
川
柳

【「
今
後
の
東
京
鶴
丸
会
の
あ
り
方
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
設
立
】

【「
東
京
鶴
丸
会
50
回
記
念
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
設
立
】

千田朋介
（31回卒）
代行

・
第
15
回
渋
谷
・
鹿
児
島
お
は
ら
祭
（
5
月
20
日
）

　【
フ
ォ
ト
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
】
踊
り
手
37
名
・
サ
ポ
ー

　
タ
ー
6
名
。
連
長 

永
野
健
一
郎
（
19
回
卒
）

・
第
4
回
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
（
6
月
30
日
）　

　
参
加
者
34
名
。
優
勝
者 

宮
園
猛
（
25
回
卒
）

・
G
O
鶴
セ
ミ
ナ
ー
2
0
1
2
（
7
月
18
日
。
56
事
業
所
）

・
第
5
回
鶴
ナ
ビ
開
催
（
10
月
6
日
。
学
生
40
名
）

【
公
式
H
P
オ
ー
プ
ン
】（
11
月
）

・
第
16
回
渋
谷
・
鹿
児
島
お
は
ら
祭
（
5
月
19
日
）

　【
知
事
賞
受
賞
】
踊
り
手
41
名
・
サ
ポ
ー
タ
ー
8
名
。

　
連
長 

永
野
健
一
郎
（
19
回
卒
）

・
第
5
回
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
（
6
月
29
日
）　

　
参
加
者
27
名
。
優
勝
者 

田
中
和
義
（
26
回
卒
）

・
G
O
鶴
セ
ミ
ナ
ー
2
0
1
3
（
7
月
18
日
。
49
事
業
所
）

・
第
6
回
鶴
ナ
ビ
開
催
（
10
月
5
日
。
学
生
33
名
）

・
第
17
回
渋
谷
・
鹿
児
島
お
は
ら
祭
（
5
月
18
日
）

　
踊
り
手
61
名
・
サ
ポ
ー
タ
ー
13
名
。

　
連
長 

永
野
健
一
郎
（
19
回
卒
）

・
G
O
鶴
セ
ミ
ナ
ー
2
0
1
4
（
7
月
17
日
。
54
事
業
所
）

・
第
7
回
鶴
ナ
ビ
開
催
（
10
月
4
日
。
学
生
8
名
）

・
第
6
回
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
（
10
月
25
日
）　

　
参
加
者
40
名
。
優
勝
者 

森
富
弘
（
26
回
卒
）

・
第
18
回
渋
谷
・
鹿
児
島
お
は
ら
祭
（
5
月
17
日
）

　
踊
り
手
64
名
・
サ
ポ
ー
タ
ー
12
名
。

　
連
長 

唐
牛
文
彦
（
30
回
卒
）

・
G
O
鶴
セ
ミ
ナ
ー
2
0
1
5
（
7
月
16
日
。
44
事
業
所
）

・
第
7
回
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
（
10
月
24
日
）　

　
参
加
者
32
名
。
優
勝
者 

田
中
正
樹
（
30
回
卒
）

・
第
8
回
鶴
ナ
ビ
開
催
（
11
月
21
日
。
学
生
21
名
）

・
第
14
回
渋
谷
・
鹿
児
島
お
は
ら
祭
中
止

・
鹿
児
島
の
鶴
丸
連
の
立
上
げ
に
協
力
し
、東
京
鶴
丸
連

　
の
17
名
が
鹿
児
島
の
お
は
ら
祭
に
参
加

・
第
3
回
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
（
7
月
2
日
）

　
参
加
者
48
名
。
優
勝
者 

大
久
保
和
一
郎
（
26
回
卒
）

・
第
8
回
G
O
鶴
セ
ミ
ナ
ー
中
止

・
第
4
回
鶴
ナ
ビ
開
催
（
10
月
1
日
。
学
生
30
名
）

〜
つ

史
上
初
！
生
中
継
「
ズ
ー
ム
イ
ン
！
つ
る
ま

の
友
と
出
会
っ
て
ほ
し
い
〜
」
参
加
者周

〜
つ

「はろばろと誕生秘話」
校歌制定 60 周年記念DVD
（2012）

・世界同時ライブ中継
・今年もやります 鶴丸川柳
・混成合唱団「鶴丸De愛」
　発展的再結成
・鶴丸高校応援歌
  「蒼天翔ける」誕生秘話

はろばろと14号はろばろと15号はろばろと16号はろばろと17号はろばろと18号

榎田卓央
（32 回卒）

2016 年
平成 28 年

第 50 回

6月 4日
TKP ガーデン
シティ品川
益田和久
(37 回卒 )

「
ロ
ク
テ
ン
ヨ
ン  

シ
ナ
ガ
ワ  

　
W
o
r
l
d  

W
i
d
e  

H
A
R
O
B
A
R
O
T
O  

彫
ま
れ
た
互
充  

展
け
ゆ
く
娯
重
」

【
東
京
鶴
丸
会
50
回
記
念
総
会
・
懇
親
会
】

『東京鶴丸会はこうありたい』　
第４代会長　荻野 廣己（16回卒）

　私は同窓会が好きです、先輩や後輩と親
しくなれるから。「同窓会が趣味だという
面白いのがおるぞ」と、一中の冨田さんが
私をこう紹介して下さったものです。
　16 回生は鍛治屋町の一高女校舎に入学
し、２年生終了後の春休みに薬師町の一中
跡の新校舎にて３年生を迎えました。３年
間の担任やほとんどの先生が一中卒業生と
いう環境であった上、私は１年生のとき校
歌作詞の中馬先生に古文の授業を、作曲の
郡山先生には造形を教わっただけでなく、
その造形の延長で建築家として歩んでいる
という特殊な経歴があります。
　さらに、鶴丸が薬師町に移転すべきを主
張し、悩みの中におられた当時の池江平（た
いら）校長が亡くなる直前に、剣道部の玉
龍旗九州大会進出の際に少ない全部員を校
長室に呼んで励まして下さった事があり、
１年生の私は応援ですが穏やかながら緊張
が混じった場面にいたものとして、その思
いを今日も負っているのでしょう。思いと
は「後輩を励ます」です。その前には親し
みがなくてはなりません。
　東京鶴丸会総会は諸氏の努力で盛んにな
りましたがステージからの発信に終わらず、
同期のテーブルを離れて２、３名でも名前
を交わして親しく語れる先輩を作り、励ま
せる後輩を作れる、そのような場面が普通
に全体に広がるようになったら同窓会の成
功と言える。念願です、東京鶴丸会はこう
ありたい。

『鶴丸高校東京同窓会会長時代の思い出』
第５代会長　西尾 孝幸（19回卒）

　私が会長になったのは、４代目会長 16
回卒の荻野先輩の後、６代目会長 21 回卒
の宗村君の前で、19 回卒５代目です。前
後のお二人の元会長が、今でも東京鶴丸会
を支えている熱意には頭が下がります。今
のような、東京鶴丸会を後輩の皆様にお任
せできるような仕組みができて、ほんとに
良かったと思っています。
　東京鶴丸会会長は1回卒業の永松先輩（故
人）が長年その地位にありましたが、会長
選出方法をふくめ改革をしようことで、３
回卒の大貫先輩が会長代行（２代目会長）
として「新しい東京鶴丸会を考える会」が
できました。その中で決定したのが 3 年ご
とに３期にわたる卒業生から理事・会長を
選出する方式です。この東京鶴丸会の会長
選出方式は 11 回卒の藤田先輩（故人）が
３代目会長となって実質的にスタートし、
以後 3 年刻みで順繰りに会長が選出され、
今日に至っています。東京鶴丸会総会を卒
業 30 年目の卒業生が担当し、その前後の
３年の学年から新たな理事と会長が、自主
的に選任されてきました。
　会長選びは、なかなか成り手がいないし、
いったんなると誰に引き継ぐかで苦労しま
す。このシステムでは、総会を担って盛り
上がった学年で、やる気が満ちていますし、
任期が３年で終わるので、引き受けやすい。
自主的に選任され、運営されるという仕組
みがとてもよいと思います。今後とも東京
鶴丸会が発展するよう祈念しております。

『会長としての思い出』
第６代会長　宗村 森信（21回卒）

　平成 13 年の某日。私は、東京鶴丸会の
歴代会長３名、すなわち 11 回卒藤田良隆、
16 回卒荻野廣巳、19 回卒西尾孝幸の各先
輩の呼び出しを受けて、有楽町のとある飲
食店に赴いた。用件については確たる説明
もないままの呼出しであったが、ノコノコ
出掛けてみた。すると西尾先輩から、いき
なり「鶴丸会の会長を引き受けろ」とのご
下命。びっくり仰天、「私は器ではない。」
等と頻りに断るも、「今日の会費は払わな
くてよいから。」等と巧妙な手口と、所詮
は多勢に無勢で抗しきれず、同期の同意を
条件に呑んでしまった。
　同期はキット反対するに違いないから、
約束しても反故に帰するは火を見るより明
らかとの軽い目論見もあってのことであっ
た。
　ところが、このように条件付き承諾で
あったものの、期待した同期から反対意見
は出ず、結局会長を引き受ける羽目になっ
てしまったのです。
　荒海に漕ぎ出す小船の心境で就任したも
のの、スタッフに恵まれたことと、先輩・
同期の暖かい支援と後輩方の協力もあり、
極めて楽しく３年を過ごすことが出来まし
た。
　３年間で一番思い出に残っているのは、
現在まで続いている「ＧＯ鶴セミナー」を
始めたことです。既に故人になった鞍掛巳
千治君が当時母校の教頭になっており、同
期の誼で提案があったようでした。それ以
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『60年代になって、永松操氏を中心に東京鶴丸会はスタートしました。』　　第 2代会長　大貫 絢子（３回卒）
　鶴丸高校が正式に発足したのは、1949 年（昭和 24年）4月、第一回卒業生を出したのが、1950 年（昭和 25年）3月です。
　その頃、鹿児島から東京へは、特急列車で 25 時間かかっていましたので、極く限られた東京の大学へ進学する人もほんとに少なかっ
たのです。当時、一中会には、男女共学反対があったり、一高女 OG 会は、何故か気位高い集まりで、合併できず。したがって、鶴丸高
校の同窓会はありませんでした。
　1960 年代も後半になり、永松操氏（一回卒、東京芸大油絵科卒）が個人的な知人を集めて東京鶴丸会をつくろうということになりました。
当時は携帯電話もメールも無かったので、3 月に卒業した人が東京のどの大学に正式に入学したのか？住所はどこにしたのか？が解らな
い人が多かったのです。鶴丸高校からの要望もあって、「とにかく、6月 6日に九段会館へ行けば、新卒者のニュースがわかるようにしよう」
と考えました。これには、新卒の世話人の方々が並々ならぬ努力で、6月6日までに同期の人の情報を集めて下さったことは忘れられません。
　時代は変わって、東京鶴丸会のメンバーも東京の大学の卒業生や学生だけでなくなってきました。
　一方で、一中会の中村四郎会長（東大卒⇒旧内務省）が「このへんで、一中、一高女、鶴丸高校、夜間部を統合して、東京で恥ずかし
くない品格を備えた同窓会をつくりたい」とおっしゃり、努力されました。一中会からは春成さんと冨田さん、一高女からは佐方さんと
亀徳さん、鶴丸高校からは私大貫のほか、西尾孝幸さんらが、中村会長のもとで準備に関わり、第一回総会を中野サンプラザで開催する
ところまでこぎつけました。
　その頃、永松会長が体調をこわされ、亡くなってしまわれたので、急遽、私大貫が会長代理となって「新しい東京鶴丸会を考える会」
を立ち上げました。そこには、西尾孝幸さん（19回卒）、石原満知子さん（20回卒）、宗村森信さん（20回卒）、田中和義さん（26回卒）等々
が参加して下さり、何回も話し合いの会を持って現在のような「会長も 3年毎の当番制にしよう」ということになりました。

『いやあ楽しい３年でした』　　第３代会長　藤田 良隆（11回卒）
　初代が築きあげる。2 代目か更に発展伸長させる。3 代目のボンクラが身上つぶす。世間にはよくあることのようです。そんな資質充
分の私が 3 代目会長をお引き受けし、諸先輩、会員の皆様にはご心配をおかけしましたが、同時に役員になってくださった 11 名の理事
の方々のサポートと毎年の担当幹事の皆様のご尽力のお陰で何とか無事に 3 年間の任期を全うすることができたと思います。皆様、あり
がとうございました。
　さて、同窓会というものは、もともと過去を基盤にしているのですから、さほど建設的な集まりでなくとも良いように思います。こと
にこの東京鶴丸会は故郷を遠く離れた所での校友の集まりですから、気のおけないホッとする、ただただ楽しいという場で、まずは充分
なのではないでしょうか。こじつければ、それが明日の活力にもつながるでしょうから｡
　そんな観点から私にとって 3年間の会長期間中は「マコテ　楽シモンゴワシタ」。たくさんの未知の先輩、後輩と旧知の如くうちとけて
ノンカタをし、語り合い、唄いあうことができました。忘れかけていたカゴッマ弁もツーツー語イガナッゴイナッモシタ。会長だったか
らではありません。学舎を共にする同窓生同志だから楽しく語り合えるのです。
　同窓会も楽しい。総会もまた楽しい。
　皆さんも毎年1回の総会にぜひ｢オサイジャッタモンセ。楽シゴワンド～。みんなドシゴワンデ｣。　（1997年 はろばろと創刊号寄稿より）

はろばろと19号



はろばろと 第 50回記念特別号 に寄せて
第８代会長　田中 和義（26回卒）

　私は、平成 20 年夏の総会で選ばれてから、同 23 年夏の総会までの
３年間、会長を務めました。その間の、私を含む理事の足跡を振り返っ
てみたいと思います。紙面の関係で、その期に初めて企画された、主
な項目を挙げるだけになるかとは思いますが。
　1. まずは就任直後から「東京一鶴会」の準備に入りました。翌 21
年 3 月 14 日、四谷のスクワール麹町で第８回目にして最後となる、
東京「一中、一高女、夜間、鶴丸」合同同窓会を開催したのです。そ
してその年の鶴丸総会で「一中、一高女、夜間」の皆様には「東京鶴丸会」
の会員になって頂きました。
　2. 次に、鶴丸在学生のための「GO 鶴セミナー」に加えて、大学生
版「GO 鶴セミナー」を企画しました。「親元を離れている後輩たちの
ために、親代わりになって就職の相談に乗ろう」というものです。現
在も「鶴ナビ」として活発に活動がなされています。
　3. さらにレクレーションとして「ゴルフコンペ」も企画しました。
同期でコンペを楽しんでいる期も多いと聞き、それなら全体でもやっ
てみようということで始めました。この様子についてはゴルフ幹事の
別稿をお読みください。
　その他の定例行事をこなしているうちに３年間はあっという間に過
ぎました。総会の参加者は短期間のうちに急激に増加しました。私は
規模が大きくなることは望んでいません。故郷から遠く離れた地で暮
らす我々が、まだ鹿児島と繋がっているということを実感できる、そ
んな存在であればよいと思っています。「東京鶴丸会」50 周年 ありが
とう。

校歌はろばろと 60周年記念事業
第９代会長　奥　努（29回卒）

　2009 年のある土曜日の午後、NHK の FM 放送で「はろばろと」が
流れました。これを聞いて感激された 6 回卒の方から、校歌はろばろ
と制定 60 周年を記念する事業の提案があり、田中会長のときに、東
京鶴丸会に、60 周年記念事業実行委員会が設置されました。わたしも
この委員会に招集され、宗村先輩の事務所の会議室での会合に出席す
るようになりました。
　同窓生に実費で頒布することを目的に、記念誌と DVDを作成するこ
とでスタートしましたが、その後記念誌は断念して、DVD 制作に集中
することになりました。2011 年 4 月には鹿児島テレビさんの全面的
な協力を得ることができました。2011 年の東京鶴丸会総会で田中会
長から会長を引き継いでからも、作詞の中馬先生、作曲の郡山先生の
インタビューを収録するなど、メンバーで鋭意制作を進めました。そ
して DVD の目玉である「100 人大合唱」を、2012 年 3 月 23 日に谷
山のサザンホールで収録することができました。母校と鹿児島の皆さ
んの協力を得て、鶴丸の音楽部の生徒 27 人と卒業生 79 人の 106 人
が参加する大合唱でした。そして、何とか 2012 年 6 月の東京鶴丸会
総会同窓会までに完成することができました。校歌の誕生物語を残す
ことができて、本当によかったと思っています。この場で制作に携わっ
てくださった皆さんに改めて御礼を申し上げます。
　そして私は 2013 年に海外赴任を命ぜられ、残り１年の任期を千田
さんに託しました。3年間の会長職を全うできずに大変申し訳なく思っ
ております。

ニューヨークからのメール
第９代会長代行　千田 朋介（31回卒）

　2013 年４月２日、当時の奥会長からメールをいただきました。
ニューヨークの現地法人に出向されるとのことで、３人の副会長の誰
かにしばらく代行して欲しい、という内容でした。
　副会長は、29 回卒の大人形先輩、30 回卒の白石先輩と 31 回卒の
私の三人です。本来ですと、一番の若輩の私が心配することではない
のですが、大人形先輩は札幌勤務、白石先輩は東京と鹿児島を行った
り来たりされている状況であったため、私が代行させていただくこと
になりました。
　引き受けてからすぐに感じたのは鹿児島弁の重要さです。会長代行
としての重要な仕事のひとつにいろんな行事でのスピーチがあります
が、私は鹿児島弁が流暢に話せません。奥会長のように軽妙な鹿児島
弁のスピーチで一気に時間と空間を鹿児島・鶴丸高校の場面に転換さ
せるという技がありませんでした。
　そんな鹿児島弁のハンディはありましたが、一年間、東京鶴丸会の
一連の行事に会長代行を務めることができましたのは、支えてくださっ
た多くのみなさんのおかげです。本当にありがとうございました。
　そして、昨年、鹿児島弁の大変流暢な榎田現会長に引き継ぐことが
できました。
　榎田会長を始めとする現理事会は、東京鶴丸会のさらなる発展のた
めに良さそうなことをいろいろ取り入れて行こうという姿勢がうかが
えます。大変すばらしい事ですので、微力ながら理事会ＯＢとして支
えていければ、と思っております。

『“つながり” を実感する同窓会』
第７代会長　橋元 秀一（24回卒）

　近年の東京鶴丸会の発展、充実ぶりには目をみはるものがあります。
総会・懇親会参加者は大変増えました。2003 年に初めて 400 名を超
え (426 名、幹事団 24 回生 )、2006 年には 520 名 ( 同 27 回生 )、そ
して最近は 700 名を超える方々がご参集くださるようになりました。
プログラムも、演出はプロ並みと言って良いほどすばらしいものです。
　参加者が増えた一因には、新卒上京者の参加が年々増加したことが
あります。転機となったのは、新卒上京者の歓迎会を事前に開催した
こと。最初に行われたのは 2003 年でした。当時、個人情報保護法の
関係で、新卒上京者の連絡先が入手できなくなる懸念がありました。
24 回生たちは鹿児島の同級生とのつながりで把握できた新卒上京者に
声をかけて事前歓迎会を行い、総会への参加を同級生たちに呼びかけ
てもらったのです。現在、毎年、事前歓迎会が行われ、総会へ大勢の
新卒上京者が参加するようになりました。そして、大勢の先輩方が集
い楽しく興じる姿を見て感激し、東京鶴丸会のつながりを実感してい
ます。
　この “つながり” への思いこそ、東京鶴丸会の財産です。“つながり”
を大切に思い実感できる同窓会であり続けたいと念願しています。そ
のためには、同窓会らしい手作り感や手弁当でのみんなの協力を重視
することが大切ではないでしょうか。それぞれが “つながり” を思い
起こし、元気をもらって帰る同窓会であり続けたいと思います。同時に、
頑張って準備してくださる幹事学年の方々が、是非、一番楽しんでく
ださい！

「東京鶴丸会」が第 50回の節目を迎えます！
第 10代会長　榎田 卓央（32回卒）　

　この 6月に実施される総会・懇親会で、東京鶴丸会は 50回目の開催となります。
この節目に、東京鶴丸会の歴史を振り返るにあたり、多くの先輩方から貴重な資料のご提供を受け、

また直接お話を伺う機会に恵まれました。校歌にも歌われているような “歴史をおもふ” 日々を送りながら、
ここにまとめることが出来ました。紙上をお借りして、先輩方に心からの感謝を申し上げます。

ここにお届けする『東京鶴丸会  50 回のあゆみ』、そこには様々な出来事や思い出がちりばめられています。
全ての年代の皆様に、懐かしく感じていただけたら幸いです。

おことわり：本誌は東京鶴丸会会員からご提供いただいた情報や資料に基づき作成しています。文言等の表現は当時のままで掲載しております。
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